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　緩和ケア臨床において「鎮静」は，
終末期において苦痛が緩和されない時
の最後の手段（last resort）としてガイ
ドラインに基づいて実践されている
が，医療者にとって正
解が一つではなく常に
悩みつつの選択であ
る。一方，世界では死
の過程をコントロール
する権利を求める市民
の声が高まりをみせ，
その象徴的な出来事と
してフランスでは治療
の中止と同時に「持続
的深い鎮静を死亡まで
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行うこと」が法律（ク
レス・レオネッティ
法，2016 年 制 定）に
明記された。これを機
に，世界では鎮静の位
置付けを見直そうとの
議論が広がっている。本書は，鎮静に
関する新しい知見をふんだんに取り入
れて，鎮静の背景に横たわる問題を多
方面から解説し，読者の理解が進むよ
う整理されている。著者は聖隷三方原
病院の森田達也先生，緩和ケア研究の
第一人者である。
　まずは 50を超える文献の系統的レ
ビューに基づき，現時点での，しかも
向こう 10年間くらいの鎮静について
と鎮静と安楽死のボーダーラインにつ
いての議論ができる知見が解説されて
いることに驚かされた。しかも，なか
なか一人では理解が困難と思われる論
文について，どう読み解くかが，ポイ
ントを押さえた図・表と共にわかりや
すく述べられている。著者ならではの
痒いところに手が届く解説とともに一
語一語丁寧に文字を追っていけば，「な
るほど，そういうことか」と納得でき
るだろう。
　本書は，「最後の手段」としての鎮
静から「患者の権利」としての鎮静へ
とその守備範囲が拡張しつつあるフラ
ンスと世界の動き，イギリス・イタリ

ア・ドイツそして日本との鎮静の概念
の違い，安楽死・自殺ほう助の合法化
の世界的動きがどう鎮静に影響してい
るのか，といった視角を次々に提示し

ている。まず，鎮静に
対する議論を深めるに
は，緩和できない苦痛
があることを直視する
ことが必要である。し
かし読み進めるうち
に，安楽死・自殺ほう
助の合法化の動きは，
患者の苦痛が緩和され
ないからだけではな
く，自己決定や尊厳を
求める世論に端を発し
ているという根幹が置
き去りにされたままに
議論されがちであるこ
とに気付かされた。
　さらに本書は，鎮静

は生命予後を短縮するのか，という疑
問に関する知見や他の治療と同様に目
に見える薬の使い方によって鎮静を定
義するという考え方を詳しく解説して
いる。加えて，精神的苦痛に対する鎮
静の是非について，医学だけではなく
倫理学や法学などの観点からも述べて
いる。最後にまとめとして，「終末期
の苦痛がなくならない時，どこまでで
きるのか（患者の状態に応じて，鎮静
薬の投与を選択肢に入れるかどうか）」
についての著者の解が示されている。
特に「国内でとりうる最大限の解」に
ついては，将来のチャレンジとしてこ
れからの議論の深まりが期待される。
　鎮静についての議論をまとめるに
は，さまざまな医学領域，および広範
な学問体系の知識を統合する必要があ
り，これができるのは森田先生しかい
ないだろう。本書が鎮静という医学分
野の知的躍動を感じさせる一冊である
ことは間違いない。この熱量に素直に
誘われてみることを皆さまにお薦めし
たい。

他者理解を促すための

ブックガイド

　英作家のカズオ・イシグロがインタビューで「地域を超える『横の旅行』
ではなく，同じ通りに住んでいる人がどういう人かをもっと深く知る『縦
の旅行』が私たちには必要なのではないか」と語っていた 1）。確かに，世
界を飛び回っているエリートたちは，「横」のつながりがある人たちであり，
同じ価値観を共有していることもあるのかもしれないが，物理的距離が近
い人が必ずしも理解し合えるわけではないというのは真理をついている。
　映画『サン・ジャックへの道』は，普通の生活を送っていれば知り合う
ことさえない 9人が，数か月生活を共にすることによって「縦」の結び
つきを深めていく物語であるが，そのプロセスで重要な役割を果たしてい
るのが「S親和者」である。これは精神科医の中井久夫が用いた言葉で，
斎藤環によれば，「大破局の兆候を感知できる」ような敏感な人たちを指す。
S親和者とは，「過去のデータベースに依存」し，予見性に基づいてプラ
ンを立てる真面目で秩序を重んじるタイプ（現代社会における多数派）と
は対照的に，「つねに現在に先立つ者」である。彼らは統合失調症的な気
質の人たちであり，不穏な時代に必要な「問題設定者」でもある。そして
重要なのは，彼らが「個人的利害を超越して社会を担う気概を示」してい
ることであろう 2）。
　『サン・ジャックへの道』では，S親和者は主人公の三兄姉――ピエール，
クララ，クロード――ではない。彼らは母親の遺産を相続するために，不
承不承その条件である聖地サンティアゴまでの 1500　kmの道のりを歩く
のだが，社長であるピエールと高校教員のクララは人を見下すところがあ
り，他者の気持ちに鈍感だ。彼らは S親和者とは正反対のタイプで，几
帳面さや勤勉さだけを取りえとし，人と競合して，マウントを取ることに
躍起になっている。クロードは勤勉ではないが，アルコール依存症で無気
力であり，S親和者であるとは言い難い。
　この三兄姉は，ガイドのギイ，物静かな女性マチルド，女子高校生のエ
ルザとカミーユ，そしてアラブ系少年ラムジィと彼の従兄弟サイードと共
にスペインまでの巡礼の旅をしながら，人種，階級，年齢などによって生
じる偏見や差別意識を克服していく。この集団では，一見足を引っ張って
いるように見える失読症の少年ラムジィこそが S親和者と呼ぶにふさわ
しい性質を備えている。彼は文字は読めないが，ピエールとクララが兄姉
喧嘩をやめないのは，母の死に苦しんでいるからだと敏感に察知している。
ラムジィは，自他の境界線上にいる「境界人」である。
　中井久夫は，森鷗外を「自己抑制」の倫理を備えた軍医／文人，つまり「境
界人」であるとみなしている。鷗外が「ヒュブリス」（＝おごり）に抗い
続けた治療者であったことを示す証左として，中井は彼の詩「沙羅の木」
を挙げている。この詩は「鷗外の一生を集約するもの」として言及されて
いるが，中井は，小さな「白き花」が「はたと落ち」ることにさえ気づく
鷗外の敏感さに共感したのだろう 3）。
　中井自身も「民間治療はたえずヒュブリスへの誘惑あるいは誇大万能者
への傾斜に曝されている」と言っている 4）。彼が治療の一環として患者の
「足を洗う」ことを推奨していたのも，治療者の傲慢さを克服するための「謙
抑を端的に示す記号論的行為」でもあるからだろう 4）。この映画では，ピ
エールの金持ちとしての，あるいはクララの教育者としてのヒュブリスが
描かれるが，クララがラムジィに字の読み方を教える時，彼女の謙抑が示
される。斎藤が注目する中井の「心のうぶ毛」という言葉は，ラムジィの
他者の苦しみを感受する力を表現するのにふさわしい。ヒュブリスを克服
することとは，まさに小さいものに注視する能力を育むことである。
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ケアを行うに当たって，自身とは異なる内面世界を生きる患者＝他者を少しでも理解しようと
努めることは，大切なアティチュードです。とは言え，他者を理解することも，そうした姿勢
を維持することも，なかなか難しいのが実際のところ。本連載で紹介する書籍や物語作品は，
他者理解に臨む上でのヒントを与えてくれるはずです。気になる作品を見つけたら，ぜひ手に
取ってみてください。
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変わりつつある「鎮静」の
今を知る
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